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ん でした」 と 言った。 これ こそ 誠に 絶好な ものである 

というので、 家へ 帰って 死んだ 細君の 妹に 聞いて 見る 

うち 

と、 まさしく その 通りでした。 その 中に 細君が 夫の 科 

学 的 興味に 共鳴 をして、 あの世の 話 を いろいろして 呉 

れ たのです。 例えば あの世に 行けば 皆ん なが 神様のお 

やしろ つとめ 

祠 みたい な 所へ 入って、 朝から 晚 までお 勤行 をして 

いると いうよう な 事 や、 空中 を 白い 着物 を 着て 飛んで 

行ける 事 や、 大体 野原で、 机が 出て 来い と言うと 机が 

たち ま 

忽 ち 出て 来る。 こういう 物が 欲しい と 思えば 直ぐ 眼 

まこと とぎばなし 

の 前に 現れる という、 洵 にお 伽噺の 世界み たいです _ 

それから 守護神と いうの が附 いて 居って、 この 守護神 



「皆 私 を 引止めて 呉れた けれども、 自分 は 科学者と し 

て 死 を 選ぶ のが 一 番善 いと 思つ たんで 死ぬ。 あの世で 

大いに 科学の ために 奮闘して、 心霊 科学 も 研究し、 君 

達に 呼びかけ るから、 君達 も 何なら 早く 来たら どうか」 

こういう 事が 書いて ありました。 

ま. ぅぜ 'V 

私共 非常に 呆然と しまして、 科学的に 最も 尊敬す ベ 

き 友達が、 科学的に 心霊と いう もの を 信じて 死んだ。 

これ は 私共 頭が悪いから、 彼から いくら 説明 されても、 

矢張り あの世の 在る という ことが 分らない のだろう。 

とにかく 彼が 行き着い たか どうか、 探して 見よう じ や 

ないかと いう 議が、 吾々 仲間に 起った のです。 今度 は 



安心して 呉れろ、 という 極めて 普通な 話ば かり 出る の 

で、 少し 専門的な 話 をして 見ようと 思い、 始めた とこ 

ろが 「今少し 頭が悪いから」 というので 钟 ねられ まし 

た (笑声)。 

私 は その 友達から 原稿 を 一 つ 預かって いました。 そ 

れは 雪の 降る 日に 歌った 新体 詩でした が、 それ を 何処 

かへ 世話して 呉れと 頼まれて いたんです。 「僕 は 君の 

原稿 を 預かって 居る が、 あれ は 何時 出したら 宜 かろう 

か」 と 聴いて 見ました。 そうしたら 「そうだね、 それ 

は 鱸て 一 週間 程す ると 僕の 四十九日が 来る から、 その 

時に 一 つ 出して 貰いたい」 こういう 話でした。 ところ 



がー 週間 後の 四十九日 という 日 は、 八月の 最中です。 

八月の 最中に 雪が チラ チラ 降る 新体 詩が 出せる もの か 

出せない もの か、 これ は オヤ オヤと 思ったです。 第一、 

原稿と いう ことが どうしても その 友達に 呑み込めない 

せいぜん 

のです。 生前 原稿 を 毎日 書いて いた 位の 男が、 死ぬ と 

急に 原稿が 何で あるかと いう こと を 知らなかった の は 

どうも 訝しい。 分らずに 苦しがって いたから 「原稿と 

いうの はつ まリ 君が 1| 時 だか 書いた 文章の こと だ」 と 

僕が 助け舟 を 出して やって 初めて 分った のです。 その 

うちとう とう いよいよ 

中に 到頭 友人 は 大分 苦しがりまして、 愈々 引 込む こと 

になり ました。 「まだ 話が ある けれども、 実は 僕の 妻 



が 君に 逢いたい そうで 待って いるから、 替る」 という 

ふリき 

ので、 振 切る ようにして 友達の 霊 は 無くな リ まして、 

たち ま 

今度 は 細君が 出て 来た。 忽ち 細君の 声に 変り まして、 

非常に 優しい声です、 やって 居る 霊媒 はお 婆さんです 

から、 女の 方が うまく 行 くんでしょう。 「どうも 生前 

はいろ いろお 世話になりました」 から 始まりまして (笑 

声)、 結局 最後に 「何 か 申し 残したい 事はありません か」 

と 言った ところが、 「それで は 一 つお 願いが あります、 

実は 品 川 区に 私の 伯母が 住んで 居ります が、 そこの 娘 

のチ ー ちゃん を 早く 一 遍 此処へ 来て 貰うよう に 言って 

下さい」 という 頼みで 別れました。 その 次の 日でした 



れ たのです。 「いや 君、 あの 男 は 最初から 発狂して 居つ 

たの だよ」 (笑声)。 「だって 先生、 科学的に は 非常に 信 

ゆうぎ けっぺき 

用が 置け るし、 言う こと も 普通で あるし、 友誼 も 潔癖 

である ほど 厚い し、 殊に 細君の ことな ど 潔癖で、 細君 

が 死んで から 他の 女に は 絶対に 接しなかった という 程 

の 人格者と して は 訝しいで すが」 「いや、 それが 訝しく 

ない。 そういう 立派な 人に 能く 狂人が ある」 という 話 

でした。 

その インチキ 心霊 研究会が 後に なりまして、 非常に 

功名 を 立てた という 話が あります。 つまり 毒 を 以て 毒 

を 制した 話です。 



しょか どき 

丁度 今頃の 初夏 時でした。 私の 所へ 九州から 訪問客 

が ありました。 「是非 一 つ 先生に 助けて 戴きたい」 と、 

私が 先生に なつたん です が、 「実は、 先生が この 前お 書 

きな つた 〔# 「お書きな つた」 は ママ〕 電波 病と いうのに 

かか きこ 

罹りまして、 電波が 聴え て 仕様がない。 現に 先生の 前 

に 坐って 居ります が、 私の 所へ 電波が 掛 つて 居る のが 

能く 聴え ます。 さかんに 只今 やって 居ります。 そのた 

や おとろ 

めに 私 は 失業し ました。 そうして 身体 は 痩せ衰える 

ばかりで、 非常に 電波に 妨害され て 居ります。 先生の 

お 力 を 以て この 電波 を 止めて 戴きたい」 と言うの です _ 

これ は 一種の 病人でありまして、 その 頃 勤め先の 役 



のために 霊媒と いう 受信機み たような もの も ある。 結 

もとじめ しゅごじん 

局 これ は 心霊 波の 元締 を やって 居る 守護神と いう もの 

と しょ-つ 

に 頼んで、 その 電波 を 止めて 貰うよ り 仕様がない、 あ 

なた を ひとつ 心霊 研究会へ 御 紹介す るから、 行って ご 

らんに なったら 宜 かろう」 とその 患者さん に 名刺 を 渡 

して 先方へ 行って 貰う と 同時に、 私 は 心 霊 研究会 へ 電 

話 を 掛けまして 「今 斯う 斯うした 人が 行く から、 宜し 

く 頼む」 とやり ました。 

と ■ っとラ 

これで 危難 を 逃れた 形です が、 到頭 一年 ほど 経ち ま 

して、 その 男が 元気に なって やって 参り、 「私 は 愈々 

郷里へ 帰ろうと 思います。 郷里の 方 も 大変 忙 がしく、 



それに 電波 ももう この頃 じ や 殆んど 聴えない。 その上 

心霊 研究会へ 一日に 一円ず つ 払って (笑声) やっても 

居られ ませぬ から、 一応 郷里へ 帰って 参ります」 と、 

非常に せかせかと 私に 礼を言って 帰り ましたが、 多分 

それ は 正気に な つ てし ま つたんだ ろうと 思 うんです。 

結局そう して 見る と、 これ は 矢張り 心霊 研究会の 威力 

であつ たんだろうと ES うのです。 
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